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阿部聖亡夫久保宜暗   
【1】窒素化合掛の附乱川朋による研究   
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【2】遷移金属ハロゲン化物のN朋による研究   
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60年産科研貴報告寺）   
高踵笥でのⅣ皿は肝6による広がりが抑えられるので、最近使用できるようになった4．7  
T起伝導磁石でパルス法州代を試みたところ、AIBr。一GICの2TAl及び13c横の僧号を検出  
することに成功した．固1に2TAlのスペクトルを、固2に捷和曲線を示す。   
GIC内で2TAlの共鳴線は狭くなり、インターカレイションによる肝Gの激変を義付けてい  
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